


⽣ごみの悩みは乾燥させるだけ。

それだけで 1⽇の始まりが気持ちいい。

夏の清々しい朝に。

冬の寒い朝にも⼤活躍。

年中、⼿放せません。



乾燥処理なし 乾燥処理あり

⽣ごみを乾燥させるだけ。

嫌なにおいがしない。

コバエが⾶ばない。

ごみが軽い。

汁だれしない。

有機肥料に使える。

温⾵で乾燥除菌させて、その後も雑菌が増えない。
⽣ごみ放置１⽇後

乾燥処理物は有機質肥料としても利⽤できる。
種まきから 21 ⽇⽬

腐敗による悪臭や、⾍・コバエの発⽣を抑える。
⽣ごみ放置 1 週間後

※当社調べ。試験環境によって異なります。
 試験材料：弊社試験⽣ごみと乾燥ごみ（弊社試験⽣ごみを約 60~80℃の温⾵で乾燥）
 放置環境：試験材料を室温 27℃の簡易環境室内に⼊れ放置。試験材料を⼩容器に⼊れた状態で環境室に⼊れそのまま放置。 
 試験内容：（財）⽇本⾷品分析センターにて検体の⼀般細菌数（⽣菌数）を標準寒天平板培養法（35℃, 2 ⽇間）により測定。
      試験成績書発⾏年⽉⽇：平成 30 年 2 ⽉ 9 ⽇  試験成績書発⾏番号：第 17146359001-0101 号

※乾燥処理物を⼟によく混ぜ 14 ⽇間ねかしたもの

※当社調べ。試験環境によって異なります。
 試験材料：弊社試験⽣ごみと乾燥ごみ（弊社試験⽣ごみを約 60~80℃の温⾵で乾燥） 
 放置環境：実験材料を外気にふれる状態で放置。 
 試験内容：腐敗状態を⽬視で観察、悪臭の臭気レベルを判定、コバエの数をカウント。

におい：⾹ばしいにおい
コバエ：1 匹

臭い：腐った強烈なニオイ
コバエ：15 〜 20 匹 ハエ：3 〜 5 匹

乾燥処理なし 乾燥処理あり

肥料なし 有機質肥料あり

⼀般細菌数：約 10,000 倍に増える ⼀般細菌数：ほぼ変わらない

※⾹川⼤学農学部共同実験。試験環境によって異なります。
 利⽤⽅法：①65cm 幅の標準プランター（⼟約 12L）に、約 1cm ⾓につぶした乾燥処理物を紙コップ 8 杯分⼊れる。  
                ②全体的によく混ぜ、少し湿らす程度に⽔をやり保管。
                   ※夏場は 1 〜 4 週間、冬場 1 〜 3 カ⽉ねかす⽅が良い。
                ③約 2 〜 3cm 覆⼟した上に種をまき散⽔する。
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タ テ・ヨ コＡ４ ⽤ 紙 サ
イズ程度の⼤きさでコ
ンパクトな卓上サイズ
だから、置き場所に困
りません。

●脱臭フィルターは４~７ヶ⽉に⼀度交換が必要です。( 当社試験時の⽬安 )

メーカー希望⼩売価格
 29,808 円 ( 税込 )

特許第 5959129 号
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メーカー希望⼩売価格
 40,900 円 ( 税込 )

４ ７ヶ⽉

メーカー希望⼩売価格
 4,200 円 ( 税込 )

メーカー希望⼩売価格
 4,000 円 ( 税込 )

メーカー希望⼩売価格
 4,212 円 ( 税込 )

特許第 5060669 号
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